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沼津経営塾開催日

３月２４日（木）沼津市民文化センター第四会議室PM7:00より

馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【箱根駅伝から学ぶ？】
「今さら箱根駅伝かよ！」って言われてしまうか

もしれませんが、今年の早稲田の５区を走った猪俣
君を覚えていますか？ 東洋大学の柏原君に、最後
抜かれてしまいましたが、彼の頑張りがあったから
こそ、早稲田の総合優勝があったと思うのは、私だ
けではないと思います。

彼は１日１０時間の猛勉強をして、一般入試で早
稲田大学に合格したそうです。早稲田の学生とは
いっても、陸上部の選手たちはスポーツ特待で入部
する選手がほとんど。いわゆるエリート組が多い中
で、一般受験組が優勝争いのメンバーに入るのは、
すごく難しいことだったろうと私でも想像出来ます。
しかし、そんな中で５区に大抜擢されて、さぞうれ
しかったでしょうが、そのプレッシャーというのは、
桁外れのものだったでしょうね。
それでもやってのけ猪俣君は、すごい男です！

どうしてこんなに私が猪俣君のことに詳しいのか
というと、実は、笑い療法士に一緒に挑戦した猪俣
さんが、猪俣君のお母さんだったのです。

ビックリでしょ。｢自慢の息子なんですぅ～」って
笑顔で話すお母さんもとても素敵な方でした。

本題ですが、以前、杉井先生が箱根駅伝を例えに、
話をしてくれた事を思い出しました。杉井先生は、
「小野さんは、ただ作業をして儲けようとしている
けれど、作業だけでは儲からないよ。ただの作業で
は、お客様はそこに魅力を感じないから、安いほう
に流れてしまうんだ。 箱根駅伝を見てごらん、あ
れがただのジョギングなら、正月からあんなに大勢
の人が応援に集まらないし、テレビでも放映しない
でしょ。小野さんの作業をテレビ中継しても、誰も
見ないと思うんだよ。儲かるためには、作業の中に
お客様を喜ばせる何かが必要なんだよ！」というよ
うな話でした。確かに箱根駅伝は、見ているみんな
を元気にしたり、ワクワクさせたり、感動を与える
から、そこに人が集まるのでしょうね。

私は会社経営に「笑い療法士」の資格を活かし、
人を元気にしたり、感動を与えられるような仕事を
していきたいと思います。

【笑い療法士誕生！】
以前、数回ご紹介させて頂いた、「笑い療法士」

の資格試験に、２月２０日、見事合格いたしまし
たぁ～ 応援、ありがとうございました！

合格認定書授与式の時、２０秒くらいのスピーチ
があったのですが、私は自分の思いを少し話させて
頂いた後、お笑い芸人？“楽しんご”の真似をして、
｢ＬＯＶＥ注入！」をし、そして床に座って両足を
Ｖ字に広げ、「笑い療法士！」と叫びました。もう、
会場は割れんばかりの“まばらな拍手”ですよ。
（汗）先生方も呆れ顔でした。

正直、そんなことは、やるつもりじゃなかったの
ですが、認定書を頂く順番が２番目と分かった瞬間、
うずいちゃったんですねぇ～ 何かが･･･（笑）

あっ、先にお伝えしなければいけませんが、「笑
い療法士」は「お笑い療法士」ではありませんので、
ヘンテコリンなパフォーマンスなどは無意味なもの
です。認定にはまったく関係ありませんからねっ。

さて私がなぜ、この資格に挑戦しようかと思った
のか、気になっちゃいます？ そうでもないですか。
でも書いちゃいますねっ！
ポイントは３つあります。
まず１つは、自分の面白さ、やさしさがどこまで通
用するのかを知りたかった事。
そして、２つ目は、自分が病気をした事で、健康や
病気について、考える機会が多くなった事。
そして、どうしても挑戦したいと思った最大のポイ
ントは、山梨の翼君の事があったからです。ご存知
の方も多いと思いますが、翼君は去年の２月１４日、
小児がんのため１７歳という若さで、亡くなってし
まいました。私はそんな翼君やご家族の事を知って
いても、何もできませんでした。

私はやさしくあたたかい会社を作りたいと思って
いますが、その前に、自分自身がやさしく、あたた
かい人でいなくてはいけません。なのに、そうなる
努力をしてこなかったのです。

年末の募金活動からご縁がありまして、「がんの
子供を守る会」の方々と出会う機会を頂きました。
「手品師」そして、「笑い療法士」として、少しで
もお役に立てたらうれしいです。土足で上がりこむ
のではなく、安心・安全に寄り添うことで、子供達
やご家族の笑顔を作っていきたいと思います。

私にできることがあったら、気軽に声をかけてく
ださいね！
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